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「図書館に通いながら」 
           新宮町 和田 則子 

 

今年の秋、私は新宮図書館行事の「陶器のアクセサリーを作ろう」に参加しました。

１回目は、木の葉や型紙を用いて、ブローチとペンダントを形作りました。そして２回

目には、素焼きしたアクセサリーに釉薬をかけ、先生に焼き上げて頂きました。時間を

かけて完成した作品はとても愛着があり、大切に使っています。 

このように図書館で開催される行事は、本の世界から飛び出して実際に体験できるも

のが多く、私はよく参加させて頂いています。 

その中で特に印象に残っているものは、何年か前の、沖縄から来られた森口満先生の

講演会です。大きなリュックの中から、まるで手品ショーでも見ているかのように、動

物の骨が次から次へと出てきたときには本当に驚きました。 

また、今まで全く聞いたこともなかった「粘菌」の世界を知った時にも大変感動しま

した。この時は、図書館から歩いて行った雑木林で、朽ち木や枯れ枝に粘菌を見つけて

は、参加者の皆さんと感激したのを覚えています。 

そして行事のときには、それに関する本がたくさん用

意されていて、更に興味を深めることができました。 

こうして、私の未知の世界はどんどん広がっていった

ように思います。これからも図書館に通いながら、日々

の暮らしの中で、細やかな驚きと感動に出会えることを

願っています。 

 

 

※『読書と私』は図書館の利用者に執筆していただいています。 
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ら  い 

図書館へ気軽にぶらりと来館していただきたいという思いで命名しました。 

 図書館を英語で「Library(ライブラリー)」といいます。 

 

ら  い 

図書館へ気軽にぶらりと来館していただきたいという思いで命名しました。 

 図書館を英語で「Library(ライブラリー)」といいます。 

 

携帯専用サイトへは、

左のＱＲコードから 
(https://www.lib100.nex

s-service.jp/tatsuno-cit

y/mobile/index.do） 

 

行事で制作した陶器のアクセサリー 
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本棚・１２０ 

『川原慶賀の「日本」画帳 シーボルトの絵師が描く歳時記』  下妻 みどり 編  弦書房 

 

江戸時代、長崎

の出島出入りの絵

師だった川原
かわはら

慶賀
けいが

は、商館医シーボ

ルトを始めとする

オランダ商館の人

々の注文に応じて、動植物や人物、風景、年中

行事など数多くの絵を描いた。 

本書の編著者は、小学４年生の時、慶賀の作

品展を見て、異様なほど細やかな昔の長崎の景

色と楽しそうな大人たちの絵に惹きつけられた。

それから大人なるまで、たびたび図録を取り出

しては、クスクス笑いながら眺めていたという。

その後、長崎についてのエッセイなどを手掛け

るライターになり、今度は江戸時代の『長崎歳

時記』（野口文龍
のぐちぶんりゅう

著）と出合う。「目の前の暮ら

しがおもしろいので書かずにはいられないので

す（編著者抄訳）」と、その序に記されたとおり

『長崎歳時記』には、元旦から大晦日までの祭

りごとや習わしなどが事細かに記されており、

そこに慶賀の絵との共通性を見出した編著者は、

慶賀の絵と文龍の文章を一緒に並べることを思

いつき、編纂したのが本書である。 

カメラのない時代、西洋の人々の目線で「知

られざる日本」を記録した慶賀の絵は、「シーボ

ルトのカメラ」と称されるほど、精密で色鮮や

かである。本書では編著者の狙い通り、文龍の

文章と互いに補いあうことで、当時の日本の姿

を生き生きと写し出し、間近に感じさせる。 

なお、本書には掲載されていないが、慶賀は

シーボルトの江戸参府に同行した際、室津の賀

茂神社を訪れ、境内の様子と参籠所より見た瀬

戸内海の風景を描いている。たつの市にもゆか

りの深い人物である。  （御津図書館 西田）
  

トピックス   ☃ 寒い冬は図書館で   
         

              
  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

年末・年始の返却ポストの使用について  
龍野図書館・揖保川図書館の下記期間の返却ポストの使用はご遠慮ください。 

 
※ 長期の休館中には、たくさんの本が返却ポストに入り

きらず外にあふれます。ご迷惑をおかけしますが、返

却ポストはご使用されないようご理解とご協力をお

願いします。 

図 書 館 返却ポストの使用できない期間 

龍   野 １２月２８日（水）～１月３日（火） 

揖 保 川 １２月２８日（水）～１月４日（水） 

       図 書 館 の 「 福 袋 」   
 

今年は市内の図書館で盛り沢山の福袋を用意します。なくなり次第終了します。 
どんな本が入っているかは、借り

・ ・

てからのお楽しみです。 

 

おはなしのじかんのあとは     

クリスマス工作教室 
 

おはなしを聞いた後、クリスマスのミニ工作
をします。3回とも違うものを作ります。 
【日時】 第１回 １２月 ３日（土） 

第２回 １２月１０日（土） 
第３回 １２月１７日（土） 
※１０時１５分～１１時１５分 

【場所】新宮図書館 研修室 
【申込】新宮図書館 (電話可) 

 

 

新宮図書館 

龍野・新宮・揖保川・御津図書館 

太子高校Jコーラス部による 

クリスマスコンサート♪ 
 
「赤鼻のトナカイ」「サンタが街にやってくる」「恋人たち

のクリスマス」などお馴染みの曲でクリスマス気分を盛り

上げます。子どもから大人まで、一緒に楽しみましょう。 
【日時】１２月２５日（日）１４時～１５時 ３０分 
【場所】新宮図書館 研修室   
【申込】新宮図書館（電話可） 

 

新宮図書館 

【期間】12月15日（木）～１２月２７日（月）まで  

※ 新宮図書館は、１２月２８日（水）まで  
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おすすめする子どもの本・125   

『ゆうびんやのくまさん』  

フィービとセルビ・ウォージントン 作・絵 まさき るりこ 訳 福音館書店 

 
郵便屋の

くまさんは、

日曜日の他

は毎日とて

も早く起き

ます。 
あるクリ

スマス・イブ

の朝、手紙や小包の入った袋を駅まで取り

に行き、手押し車で郵便局まで押していき

ます。郵便局に着き手紙や小包に判子を押

していると、ほどけかかった小包からきれ

いなお人形がはみだしているのを見つけま

した。そこでくまさんは、紙と紐を持って

きて丁寧に包み直し、宛先の家に届けます。

その家では、子犬がくまさんを迎えに駆け

出し、奥さんは「クリスマスおめでとう、

ゆうびんやさん！なかにはいってクリスマ

ス・パイと、ジンジャー・エールをめしあ

がれ」とごちそうしてくれました。どこの

家でもくまさんが配達に行くと、とても喜

びます。 
郵便を全部配ってしまうと、街角の郵便

ポストを開け、手紙をみんな鞄にいれて郵

便局へ持って帰ります。大忙しの１日を終

えて、家に帰ったくまさんは、お風呂に入

り、２階にある小さいベッドに靴下をつる

して、すぐにぐっすり眠りました。  
郵便屋のくまさんの一日の仕事の様子が

丁寧に描かれています。また、水彩画の柔

らかなタッチから、温かい優しい雰囲気が

伝わってきます。読んであげるなら 3 歳か

ら。        （龍野図書館 玉城） 

 
『おもしろ荘の子どもたち』  

アストリッド・リンドグレーン 作 石井 登志子 訳 岩波書店 

 
５歳の女の子リサベットは、とんでもな

いところに物を押し込むくせがあります。

台所に転がっていたえんどう豆をとっさに

鼻に詰め込みました。ところが取り出した

くなっても取れません。姉のマディケンが

してもだめでした。「鼻の穴から豆の花が咲

きだすと、リサベットが一番にみられるじ

ゃない。スイートピーだったらいいのにな

ぁ」とマディケンに言われて大泣きのリサ

ベット。お母さんでも取れないので、２人

でお医者さんの

ところへ行くこ

とになりました。 
リサベットは

近所のマティス

と話したくて近

づ き ま し た が

「はなたれ」と

か「ウサギを２

匹 も 飼 っ て る

よ。ざまあみろ
・ ・ ・ ・ ・

だ」と聞いたことのない言

葉を浴びせられ、２人は、お互いに自慢で

きることを言い合っているうちにつかみ合

いになりました。マディケンやマティスの

姉ミイアも加わり、結局は姉２人のけんか

になってしまいました。 
リサベットが鼻の豆を取りにくるものと

思っていたお医者さんは、鼻から血を流し、

でこぼこの赤いジャガイモが顔にくっつい

ているようなひどい顔のマディケンが入っ

てきて驚きます。リサベットの豆はどこへ

やら。 
飛べると思いお父さんの大きなこうもり

傘で屋根から飛ぶ話や、トムテンからのプ

レゼントが楽しみなクリスマスのお話など、

マディケンとリサベットの姉妹に起こる日

常の冒険が生き生きと描かれています。 
『川のほとりのおもしろ荘』と２冊を読

むと、スウェーデンの１年が楽しめます。

２年生くらいから。（揖保川図書館 上田） 
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1２月の行事予定 ※詳細は各館へお問い合せください。 

 
 

★ えほんのじかん・・・絵本の読み聞かせ、わらべ歌など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ おはなしのじかん【対象：５歳以上】・・・絵本の読み聞かせ、わらべ歌、語りなど 

 

 

 

 

★ 読書会【対象：一般】・・・本を読んで感想を話し合う 

 

 

 

 

 

★ 子どもの本を読む会【対象：一般】    ★ 古文書を読む会【対象：一般】 

 

 

 

 
 
 
 

 
 

 

 

龍野図書館 【対象】１～３歳児、保護者  

１０日（土）・１７日（土）11 時～11 時 20 分 

『おふろだおふろだ』他 
 

御津図書館   

【対象】１～４歳児、保護者  

１１日（日）・１８日（日） 

11 時～11 時 20 分 

『さんかくサンタ』他 
  
 

【対象】５歳児～  

１１日（日）・１８日（日） 

11 時 30 分～11 時５0 分 

『おおきいツリーちいさいツリー』他 

揖保川図書館 【対象】２～４歳児、保護者   

３日（土）・１０日（土）・１７日（土）11 時～11 時 20 分 

『クリスマスのふしぎなはこ』他 

新宮図書館 【対象】２～４歳児、保護者  

１２日（月）・１８日（日）・２６日（月）11 時～11 時 20 分  

『さんかくサンタ』他 

 

揖保川図書館 

３日（土）・１０日（土）・１７日（土） 

11 時～11 時３0 分「金色とさかのオンドリ」他 

新宮図書館 

３日（土）・１０日（土）・１７日（土）・２４日（土） 

10 時 15 分～10 時 45 分「チム・ラビットとはさみ」他 

 

龍野図書館 

９日（金）10 時～11 時３0 分 

『認められぬ病』柳澤桂子 著 

 

御津図書館 

２１日（水） 

13 時 30 分～15 時３0 分 

『灰色の北壁』真保裕一 著 

 

揖保川図書館 

１６日（金）10 時～12 時 

『真珠』三島由紀夫 著 

龍野図書館 

８日（木）1０時～11 時３0 分 

『ライラックの枝のクロウタドリ』 

ジェイムズ・リーヴズ 著 ※別会場 

 

 

御津図書館 

１０日（土）13 時 30 分～15 時 30 分 

古文書の解読 

 

 

 

 

 
 
年越しの準備を 
しましょう 

 
今年も残すところあ

と１か月です。 

クリスマスや新年を

迎える準備・・・ 

何かと忙しい時期に

役立ちそうな本を紹

介します。 
 
 

【期間】１２月２７日まで 

 

 

スッキリ暮らす？ 
大事に暮らす？ 

 
年末の大掃除をする前

に、ちょっと考えてみ

ませんか？物と心を整

えて、新しい年を迎え

ましょう。 

年賀状、お節料理など

の本も並べ、冬の暮ら

しを応援します。 
 

【期間】１２月２８日まで 

 

ほっこり 冬じたく 
 

寒い冬をほっこり過ご
すための本や年末年始
に役立つ本も多数取り
揃えています。 

 
【期間】1２月２７日まで 
 

雑 誌 紹 介 
 
好評につき１２月も、た
つの市内の図書館の雑
誌を紹介します。 
 
【期間】１２月２７日まで 

 

 

 

 

 

 
ゆったり のんびり 

本で一息 
 

なにかと慌ただしい年

末年始。 

読書の時間くらいはゆ

ったり、のんびりしま

せんか？ 

雑学や写真集など、気

軽に読める本の特集で

す。 
 

【期間】終了日未定 

 

龍野図書館 新宮図書館 揖保川図書館 御津図書館 

館内特集・展示 （一部紹介） 
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